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　　　　　　　　は　じ　め　に

　本調査の目的は，何れも循環資源である木材と水とを

合せ利用している我国の山間製材工場が，現在如何なる

実状にあるかということを知ることである．そして，そ

の結果から，この種工業に対する水力直接利用の限界点

とも称すものを追究したと考えておこなった調査報告で

ある．

　調査したのは，申部各県下がその主体である．なほ事

前書類調査で，明らかに非稼動と認められたもの，並に

破損した数工場については，時間の都合で割愛した．

　本調査は主として昭和38年度の文部省科学研究費の補

助によって行なった．現地調査等については，各関係営

林局・営林署並に県の林務・木材加工専門普及員等から

絶大な援助を受けたので，こ㌧に感謝の意を表する．

　　　　　　　I調　査　概　況

　i）工場所在地と所有者

　調査した13工場をFig．1に示し，それらの所在地名

並に所有者氏名をTab1e／に示す．　Fi＆申のa，b

　・・eは非稼動と事前に報告された㌧め未調査。その詳

細は省略する．

　ii）使用水軍の種類

　現に利用されている水車の種類並に型式は総て異なっ

ていて，同一のものは殆んどないが，大別すればTab1e

2に示すように，ほ㌻A～Cの3郡に分けられる．

　A　Groupの⑲は，この種水軍としては非常に大形で

あり，その径が他のものに比して2倍以上（約7〃z）あ

って珍らしい．また，⑨は破損．Bの⑲は非稼動に近

く，Cは何れも盛業申である．

　iii）落差・流量

　落差と水量が判れぱ，理論的に利用できる筈の水の

総エネルギーが計算できる．しかし実際にぽ各種の損失

が当然生ずる．水車への有効落差等の実測は，稼動運転

申または水車のケーシング等で実測困難の場合が多かっ

　石・箇〆＾へさぺ　　　　㌧つ碑

・グ（⑥　・いζ
　　　　　　　　　　　吟兵ド

　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　ガ　熱Φ

ノ＼⑦1、＼⑧
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　　　　Fig．1工場の所在地方
　（Locations　of　the　sowmi11s　with

　　　　　hydrou11c　n1otor）

Table1調査工場の所在地と所有者

工
場
N
α

所　　　在　　　地Location 所　有者Proprietor

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑭
⑫
⑲

局
木
徳
右
工
門
．
清
水
四
五
六
黒
谷
　
芳
雄
桑
田
　
貴
一
三
島
　
久
成
山
本
　
松
市
安
江
　
詩
六
森
田
　
龍
馬
桜
井
、
一
美
市
川
　
　
通
長
田
　
佐
光
小
佐
野
久
松
ゴ
宅
林
業
K
．
K

Tab1e2

三宅林業K　K

水車の種類と使用馬カ（推定）

郡
水車の種類 工場No．

Kinds　of　hydro．
（使用馬カ推定）

Group No．of　mi11
Practica1

Motors power（IP）

A
Gravity　water

①⑧⑨⑩⑲
7～／0

whee1 （⑲は35）

B Pe1ton　whee1 ⑧⑤⑩ 15～25

C Francis　turbine ②④⑥⑦⑫ 1ア～33
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Tab1e4 製材用機械と挽材能力

工場mi11No．
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製
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　A）重力水車型

　本形式水車工場は，Tab1e2で示すように5工場で

あるが，特異な存在と思われた⑲の工場を上げる．

　工場は三宅林業KKの経営する製材工場の一つで，鳥

取市より因美線乗車，用ケ瀬下車，ハスー時間余の尾際

にある．附近の地形図をFig．3に示す．岡山県境に近

く，ブナを主産地とする国有林の申心地で，工場は佐治

川（干代川支流）の上流で設立以来30有余年，今日なわ

ブナ大径木を含めて日産10刎3以上（工員19名）を処理

（フローリング用ストップ）している個

　工場の実態をFig．4・5に示す．

　工場は佐治川底より7～8刎の右岸にあり，導水路は

床上3刎の個所に導かれ，径7刎の水車の上部より落水

させる上掛水車である．さらにその使用水を用いて第2

の小径水車（径3刎）をその下流で利用する．

　即ち，大小二個の水車で，大車によって帯鋸機2台，

小水車を用いて目立機類を稼動させている．

　本工場が，他の同形式水車工場が殆んど運休破損状態

にある今日なお盛業を維持できるのは、設置個所が非較

的河床より高かったことと，他工場水車の径の2～3倍

の大径軍を用いて比較的に出力が大きかったことに原因

すると思われる．（本地区には未だ動力用電気は釆てい

ない．）

　B）ベルトン型水車

　この形式の水車は高落差で水量が少ないときに有利で

あって，圧カ鉄管によって高処より導かれた水をノズル

Sbarp一・・・…　Sharpner

　　　　　Fig．3⑲製材工場の所在地
　　　　　　（Locationof⑲sowmi11）

から高速度で噴出させ，これを軸にはめられた円板の周

囲に植えつけられた杓子状の水受けに受けて，回転動力

を得る衝撃式のものである．

　こ㌧に上げる工場例は，岐阜県荘白川にある⑧であ

る．Fig・6に所在地の地形を示す．附近は，前者と同様

ブナ，ナラ，等を主産地とする申心地で，水車利用工場

はFig．／に示すように附近に多数ある．（本調査以外

にも存在するが非稼動のよし）

工場は白川街道を狭んで山手に導水路・調圧水槽

（Fig．7）があり，街道と白川との間に工場がある．そ
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Fig．4　⑲の工場原木　（Sow1ogs）

　　Fig．5　⑬の工場製品　（Manufactures）

してその床下にベルトン水軍が設置されている．

　圧力鉄管は径50o刎で，落差は約20刎，導水路の長さは

本調査工場中最長で約1700刎（巾876肋，深さ35㎝）．

　水車自体は被覆されている（水の飛散を防ぐため）た

めに実視できない　そして製作所・年月日等も一切不明

である．また水車自体の効率も相当低いと見徹した．

　一般に云って，本形式の工場（⑤⑭）は，落差，流量

に比して良成績を上げていないようである．その原因は

水車自体の構造が幼稚ではないのかと推定する．

　C）フランシス型水車

　本形式の例は，岐阜県揖斐川の支流神崎川の申流にあ

る⑥を上げる．この附近には杉の薄板製作工場が10数工

場あり，その中の一つである．所在地の地形をFig．8

に示す．

　導水は神崎川の一支流円原川の堰提を利用し，コンク

リート製導水路（巾／〃z・深さ0．8刎・長さ約30刎）に

よる．堰提をFig．9に示す．取入口即ち水門は本図堰

提の左端にある．導水路はFig－／0．この水路は原木の工

場内への輸送路ともなる．水路の末端は調圧水槽（2．／5

刎×2．30刎，深さ3．04刎）に連絡．その底部にFig．1／

に示すような露出形の単車片吐出し形のターヒノ水軍が

軸を水平にして設置されている．円形の導水翼間の径は

ほゾ5ア6吻で，水はこの翼間より入り，水車の周囲から申

心に向って斜めに流れ，その間衝突わよび反動によって

Fig．6　⑧製材工場の所在地

（Locationof③sowmi11）

　　　　　Fig．プ③の導水施設
　　　　　　（Headrace　of③sowmi11）

翼をおし，軸を回転する．Fig．11は，流出管の一部を開

きその回転転を示す．本軸の他端は工場床下にわいて製

材機等の回転に利用される．

　なわ，本水車の表示仕様は次の通りである．

富士水カタービン

製造番号　　20／

速度3／0回／分
出　　カ　　38．5Ip

昭和／2年12月27日

水量30尺・／秒
落　　差　　／5尺

　型　　　H・O・F

fig132101.pdf
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　本水車は，水槽の底部に設置されているが，前口形の

ものは，この水槽よりさらに水圧鉄管により導水され，

その末端を梢々大径として，そこに水車をおく．この種

のものの代表的なものは，②であって，その明細は次の

ように表示されている．

富士水カタービン

製造番号

速　　度

出　　力

／565

480回／分

36．8旺

水量18尺・／秒
落　差　　30尺

　型　　F・H・F

　昭和／5年10月／0日④

　落差を得るためには前口形がよいが、補修等には前者

が便と思う．

Fig．9　⑥の取水堰堤
　　（Domof⑥sowm111）

Fig．／0　⑥の導水路
　（Racewayof⑥sowm111）

Fig．8　⑥製材工場の所在地

　　（L㏄at1onof⑥sowm11）

　　　　　　皿　む　　す　　び

　申部地方に散在する／2工場と山陰地方の／工場計13工

場を調査した．

　その結果によると使用水車は種々であって，同一のも

のは殆んどない．

　一般に云って，重力水車形式のものは，山陰地区の⑲

を除き，出力も僅少であり，工場規模も小さく，今日の状

勢には到底マッチできない．稼動申のものも，その仕組

が露出的であって，水害を直接受ける地点にあり，かつ腐

朽し易い構造であること等多くの不利な素因を有する．

　ベルトン及びフランシス形水車は，帯鋸を中心とする

小製材工場の動力源として，その附近の電カ使用工場と

共存している場合が殆んどであるが，次の諸点に問題が

あるように思われた．

　1．簡単に出力の増大が図かれない。

　　Fig．／／⑥製材工場で使用されているフラン

　　　　　　シス水車

　　（FrancisturbineequipPedin⑥sowmi11）

　2　水力施設に比して，利用されている馬力は低く，

効率的問題を考慮する必要がある．

　3．修理改良に適当なメーカーがみあたらない．

等々である．

　以上の内2の効率の問題については次のように考える

すなわち，出力源の多くは水車一個である．したがって

fig132102.pdf
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稼動機械が多くなると，その動力伝達過程が複雑多軌と

なり易いために申間で相当の動力損失が生ずるためでは

ないかと推定した．

　したがって，この種水力を直接に利用する場合には，

それが如何なる機械であっても，その出カをできるだけ

A林学（1％4）

集約的に利用するか，伝達し易い電力に変えて使用する

ことが絶対に必要であると思う．以上僅かな調査実状か

ら，たゾちに今日，結論をだすことはできないが，さら

に調査・実測をする機会が得られ㌧ば，その結果によっ

てはさらに訂正したい．

S皿m皿a町

　A　few　sowm111s　w1th　hyd．rou11c　motor　are　found1n　mountamous　reg1ons　m　Japan　and．st111

in　operatior1．

　The1ocations　of　mi11s　are　shown　in　Fig．1and．Tab1e／．

　The　k1nds　of　the　hydrou11c　motors　are　c1a・sf1ed－as　Fo11ows（shown　Tab1e2）

　　A　group　　　Grav1fy　water　whee1（7～10H⊃）　①～⑬

　　B　〃　………P・1ton　whe・1　　　（15～25IP）　⑧～⑪

　　C　〃　　　Franc1・s　furbme　　（17～33IP）　②～⑫

　Sowm1111maとhmer1es　of　these　m111s　are　shown　ln　Tab1e4

　F1g　2shows　the　re1at1ons　between　geomet1ca1and　pract1ca1power　These　resu1ts　show

that　the　pract1ca1eff1c1ences　d．ecreased　w1th　extend，1ng　the　geomet1ca1power　of　scwm111s　One

of　the　reson1s，1cons1d．er，tha1the　metbod　of　power　transmユss1on　v1a　f1atbe1ts　are　unsu．tab1e

for　such　somm111machmer1es，

（Th〕s　mvest1gat1on　was　supPoted　by　the　Grant　m　Ald，for　Deve1opmenta1Sc1ent1f1c　Rcserch

of　the　Mm1stry　of　Educat1on）


